
,---市の人口と世帯数----:

i 4月1日現在 前月比 ｜

｜ 人口 31，529人 （-143） ！

’ 男 15， 459人 （－81） ’
1 女 16，070人 （－62） ’
1 世帯 8，689世帯 （－31） I
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総鎮守八幡宮の式年大祭
7年ぶり華やかな行列

さる4月15日、安良川の総鎮守八幡宮の式年大祭が行

われました。この八幡宮は、寛和元年（985年）京都岩

清水八幡宮より勧請、応神天皇〔誉田別命)、神功皇后

(息長足姫命）などをまつってあり、八'幡宮の棟礼によ

って知られています．

江戸時代には、歴代将軍家より朱印領45石を寄せら

れ、 また多賀郡33郷の総鎮守としても名高く旧県社、地

方の名社として今日に至っています。

式年大祭は、午前10時神幸祭が行われ、鈴木振宮司

など5人の神官が乗馬、御神体や稚児行列が神社を出発

し、安良川、大和町、駅前通りなど市内4キロをねり歩

きました。

また、午後2時から八幡宮の境内で奉納相撲が行われ

ちびっこや大人など100人が技を競い合､､ました。
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5月号
No.218

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151 ． 1152です。
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(2）市報たかはぎ(第218号）

救
急
車
は
多
忙

毎
日
１
回
以
上
の
出
場

昨
年
１
月
か
ら
哩
月
ま
で
の
１
年
間

の
市
消
防
本
部
の
牧
急
車
の
出
場
件
数

は
、
５
２
５
件
で
、
１
日
１
．
４
件
と

毎
日
１
回
以
上
は
出
場
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
番
多
い
の
が
急
病
人
で
２

６
１
件
、
つ
ぎ
が
、
交
通
事
故
１
２
５

件
、
一
般
負
傷
弱
件
、
そ
の
他
別
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
病
院
な
ど

に
搬
送
さ
れ
た
人
は
、
５
０
４
人
で
、

と
く
に
９
月
が
一
番
多
く
、
少
な
い
月

が
４
月
で
、
月
平
均
“
件
の
出
場
と
な

一

日
曜
当
番
医
制
に
つ
づ
き
救
急
医
療
協
力
体
制
が
Ⅷ

一
引
罰
群
》
》
嘩
権
峰
司
蝦
圭
詫
釦
峰
斗

こ
の
ほ
ど
県
知
事
か
ら
市
内
の
滝
川
医
院
が
救
急
病
院
の
認
定
を
う
け
、
ま

た
、
救
急
協
力
病
院
に
は
、
４
つ
の
病
院
が
指
定
を
う
け
救
急
医
療
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
救
急
体
制
は
ど
う
な
の
か
探
っ
て
み
ま
し
た
。

一
引
罰
群
》
》
母
権
峰
司
蝦
丑
》
釦
峰
↓

唾
が
救
急
病
院
の
認
定
を
う
け
、
ま

皿
が
指
定
を
う
け
救
急
医
療
が
ス
タ

畦
ど
う
な
の
か
探
っ
て
み
ま
し
た
。

一
時
応
急
処
置
へ

救
急
医
療

今日もどこかで救急車の利用が

の
滝
宗
章
院
長
は
「
今
年
の
２
〃
刈
日

っ
て
い
ま
す
。

あ
る
主
婦
の
Ｂ
さ
ん
は
「
夜
中
の
急
に
認
定
を
う
け
、
３
月
１
日
か
ら
本
格

病
の
場
合
、
病
人
を
か
か
え
な
が
ら
一
的
に
救
急
（
夜
間
）
診
療
を
開
始
し
ま

し
た
。
急
患
は
多
い
で
す
ね
．
す
で
に

晩
中
不
安
に
か
ら
れ
て
夜
を
明
か
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
２
０
０
件
は
あ
り
ま
し
た
。
交
通
事
故

や
外
傷
が
多
い
で
す
ね
。
本
当
の
急
病

も
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
や
お
と
し
よ
り
を
も
つ
家
庭
人
は
、
１
割
程
度
で
し
ょ
う
。
」
と
急

で
は
と
く
に
夜
中
の
急
病
や
発
熱
が
病
人
は
少
な
い
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す

多
く
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
家
庭
滝
川
医
院
で
は
、
午
後
７
時
か
ら
、

に
は
お
と
し
よ
り
は
い
ま
せ
ん
が
ｌ
子
翌
朝
７
時
鋤
分
ま
で
は
、
看
誰
姉
２
名

ど
も
の
場
合
、
ホ
ー
ム
・
ド
ク
タ
ー
（
と
院
長
の
３
人
で
夜
間
の
救
急
体
制
を

か
か
り
つ
け
の
医
師
）
を
つ
く
っ
て
お
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
４
月
下
旬
に

き
ま
す
が
、
や
は
り
夜
中
な
ど
は
こ
と
は
、
ブ
ン
ピ
ュ

タ
ー
や
無
線
機
装
置

黙
認
騨
璽
藻
離
鱗
紺

わ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

救
急
車
を
利
用
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医

師
の
立
場
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
つ
も

り
な
ん
で
す
が
．
：
…
」
と
子
を
持
つ
親

の
立
場
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

夜
間
の
急
患

常
識
あ
る
判
断
で

こ
の
よ
う
な
映
り
な
い
市
民
か
ら
の

不
安
や
要
望
な
ど
が
あ
っ
て
、
巾
で
は

医
師
会
に
協
力
を
要
請
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
結
果
、
医
師
会
で
は
、
今
年

１
月
か
ら
日
熈
在
宅
当
番
医
制
に
よ
る

が
ス
タ
ー
ト

哲
、
｜
）

が
投
置
さ
れ
、
自
動
的
に
連
絡
体
制
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

滝
院
長
は
、
救
急
病
院
に
ふ
み
き
っ

た
理
由
と
し
て
「
医
者
は
、
患
者
を
み

る
の
が
当
然
の
義
務
で
し
ょ
う
。
プ
ロ

形

叩

Ｕ

子

や

Ｔ

、

嘘

”

ｑ

匙
Ｆ
ザ
噌
呼
叩

。
詩
Ⅳ

Ｄ

到
酋
‐
．
１
ｒ
Ｐ
イ
、
“

滝宗章院長

蝉
4

で
あ
り
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ま
だ
年
令
的

に
も
若
い
し
、
続
く
か
ぎ
り
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
」
と
救
急
医
療
の
必
要
性

を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
滝
院
長
は
「
い
つ
だ
っ
た
か

夜
中
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
中
年
の

男
の
急
病
人
は
、
熱
を
測
っ
た
ら
な
ん

と
諏
度
の
平
熱
で
し
た
。
５
円
王
ぐ
ら

い
の
や
け
ど
で
き
た
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。
」
と
非
常
識
な
患
者
に
あ
き
れ
て

い
ま
し
た
。

午
後
ｎ
時
す
ぎ
の
救
急
患
者
が
全
体

の
３
割
を
占
め
、
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
の

救
急
車
の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
も
救

急
車
の
正
し
い
利
用
を
お
願
い
し
た
い

も
の
で
す
。

滝
川
医
院
の
救
急
病
院
の
認
定
に
つ

づ
い
て
、
さ
る
２
月
”
日
に
は
、
県
知

事
か
ら
、
市
内
で
４
つ
の
病
院
が
救
急

医
療
協
力
病
院
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

指
定
さ
れ
た
病
院
は
、
高
萩
協
同
病

院
（
安
良
川
）
、
青
沼
外
科
医
院
（
春

日
町
）
、
高
萩
病
院
（
秋
山
）
内
田
病

院
（
大
和
町
）
の
各
病
院
で
す
。

高
萩
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
救
急
医

療
協
力
病
院
や
救
急
病
院
、
さ
ら
に
日

曜
在
宅
当
番
医
制
な
ど
市
民
の
医
療
に

対
す
る
医
療
体
制
が
一
歩
前
進
し
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
毎
一
． ４

つ
の
病
院
が

救
急
医
療
協
力
病
院
に
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法人市民税均等割の改正
4月1日から

法人 等 の 区分 ｜ 税率(年額

－
０００００８

資本の金額又は,' | ',資金甑が50億円を超

える法人で， ’W|ﾉ1の'侭務所等の従推考数

が1 00人を超えるもの

市税などが変わる
' ' 1

地方税法の改正で資本の金額又は,' l 1,涜命'散が1 0億''1を超

え、 50値| 'Ⅱ､ﾉ､ ドである法人でi li内の事

務所等の従紫打数が1 00人を,超えるも
400． 000

三 地方税法の改正にともなって、 4月1日から市税及び都市計画税条例
＝

＝

三が変わりました。そのおもなものはつぎのとおりです。
＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

二

の

｢｢］資本の金額又はjl l,資金額が1億| '1を超え

10億円以下である法人で市内の事務所

等の従業者数が1 00人を超えるもの

資本の金額又は!i ' '1資金額が1 0億円を超

える法人で、市| ﾉ､Iの事務所等の従業者数が

1 00人以ドで.あるもの

▽
個
人
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
均
等

割
の
み
を
課
税
さ
れ
る
者
の
う
ち
、
均

等
割
を
課
税
さ
れ
な
い
者
の
所
得
金
額

の
限
度
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

例
…
標
準
世
帯
の
場
合
（
本
人
、
扶
養

対
象
と
な
る
妻
と
子
供
２
人
計
４
人
）

改
正
前

］
ｇ
ご
ｇ
田
×
↑
ン
Ⅱ
虜
Ｐ
Ｓ
Ｃ
型

（
刮
載
砂
盟
）
吏
剴

改
正
後

忌
Ｐ
ｇ
Ｃ
田
×
鱈
ン
Ⅱ
ｇ
Ｐ
Ｃ
ｇ
田

（
到
載
砂
篭
）
眞
剴

し
た
が
っ
て
、
兜
年
度
中
の
所
得
金

額
が
、
標
準
世
帯
の
場
合
帥
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
均
等
割
が
非
課
税
と
な
り
ま

す
。▽

農
業
を
営
む
個
人
が
、
そ
の
飼
育
し

た
肉
用
牛
を
売
却
し
た
場
合
、
市
民
税

80． 000

個
人
の
市
民
税

’

、

資本の金額又は!1 I !資金誠が1 ig'1を超え

1 0億''1以ドで､ある法人で､巾|大}のT鳫務所

等の從推者數が1 00人以卜．であるもの

及び資本の金額又は!! ' !,資金額が千〃円を

超え1億円以下である法人

前各号に掲げる法人以外の法人等

ー24 － 000

8‘ 000円6

の
所
得
割
に
つ
い
て
は
銘
年
度
ま
で
免

除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
兇
年
度
ま
で
免
除
措
置
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
ｃ

法
人
の
市
民
税

法
人
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今

回
も
、
左
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
粥

年
４
月
１
日
以
後
に
終
る
事
業
年
度
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税

▽
副
年
度
及
び
鴎
年
度
の
自
動
車
排
出

ガ
ス
規
制
適
合
車
の
税
率
は
、
兜
年
度

分
の
軽
自
動
車
税
に
限
り
、
別
年
度
の

標
準
税
率
で
課
税
さ
れ
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
ま
し
た
が
、
閃
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
か
ら
は
、
現
行
の
税
率
で
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
：
改
正
前

四
輪
の
自
家
用
車
４
，
５
０
０
円

改
正
後

四
輪
の
自
家
用
車
５
，
９
０
０
円

▽
電
気
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
軽
自

動
車
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
は
、
詔
年

度
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
土
地
保
有
税

▽
恒
久
的
な
建
物
、
構
築
物
、
そ
の
他

一
定
の
施
設
に
利
用
す
る
土
地
で
、
当

市
の
土
地
利
用
基
本
計
画
、
都
市
計
画

そ
の
他
の
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
に

照
ら
し
、
市
長
が
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
の
議
を
経
て
認
定
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
当
該
土
地
の
特
別
土
地
保
有

税
の
納
税
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▽
こ
の
免
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
納
税
義
務
者
は
、
納
税
の
申
告
書
の

提
出
を
す
る
と
き
に
、
こ
れ
と
あ
わ
せ

て
免
除
の
認
定
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
免
除
の
処
分

は
、
各
納
期
に
お
い
て
発
生
し
た
納
税

義
務
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す

の
で
、
各
納
期
ご
と
の
納
期
限
ま
で
に

免
除
の
認
定
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
税

さ
る
、
４
〃
即
日
、
市
中
央
公
民
館

で
納
税
貯
蓄
糺
合
長
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
納
税
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
長
さ
ん

を
招
き
、
毎
年
１
回
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

組
合
長
さ
ん
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ｗ
声納

税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か
る

組
合
ｕ
団
体
・
功
労
者
加
名
を
表
彰

ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の

優
良
な
組
合
皿
団
体
、
納
税
功
労
者
加

名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。表

彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

旭
町
、
有
明
町
１
の
３
、
松
波
町
、

石
滝
東
部
、
赤
浜
１
中
、
雑
子
の
尾
、

川
側
下
、
関
口
農
家
、
上
大
能
、
牧
場

富
宿
、
神
合
一
、
大
畑
、
井
戸
沢
、

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

大
森
正
（
小
桜
町
）
、
坂
本
二
郎

（
肥
前
山
４
）
癖
吉
川
文
隆
（
安
良
川

加
西
）
、
小
森
忠
義
（
秋
山
下
四
）
、

村
上
七
之
助
（
肥
前
町
第
２
）
、
大
島

忠
一
郎
（
永
田
）
、
宮
下
幸
吉
（
石
舟
）

作
山
勝
一
（
滝
の
脇
）
、
沼
田
勝
美

（
若
栗
）
、
沼
田
克
道
（
宿
下
）
の
各

氏
で
す
。

▽
都
市
計
仙
区
域
の
う
ち
、
農
業
振
興

地
域
の
雑
備
に
関
す
る
法
律
（
第
８
条
）

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
農
用
地
区
域

は
、
閃
年
度
分
の
都
市
計
画
税
か
ら
課

税
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
都
市
計
画
税
の
税
率
が
、
１
０
０
分

の
０
．
３
（
改
正
前
１
０
０
分
の
０
．
２
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
粥
年
度
分
の
都
市

計
画
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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＝

三
三

非行防止は 薑
青少年相談員と市民の協力で 三

三
三

最近、青少年の非行がますます増加の一途をたどっていま 三
＝

＝

す。市民のみなさんが抱えている青少年の問題などは、市青 三
三

少年センターや地域の相談員にご相談ください． 三
三

市青少年センター（市教育委員会）では、表のとおり青少 三
＝＝

年相談員を委嘱しました｡青少年の非行防止に､市民のみな 三
＝

さんもご協力ください。 言
非行防止には、早期発見、早期補導が必要です。毎月第3 三

三

FI II祁日は家庭の日です。 この家庭の日には、家族そろって楽 三
三

しい1日を過ごしましょう。 三
三

市
政
モ
’
一
タ
ー

導
る
地
流
露

－
決
ま
る
（
市
民
別
名
を
委
嘱
）
謙
蕊
認
差
載
グ
勤
裁
謙
隷
載
る
遅
道
副
球
球

体
て
ど
い
育
ン
舌
卜
活

斗
夕
睡
熱
唯
叫
識
リ
、
、
‐
ン
シ
キ
外
↓

市
で
は
、
近
年
の
苦
し
い
財
政
事
情
市
政
モ
｜
一
夕
Ｉ
は
次
の
方
々
で
す
。

や
外
ド

げ
る
た
め
、
積
極
的
に
施
策
を
す
す
め
奥
田
ケ
イ
子
（
肥
前
町
）
青
柳
忠
鰄
釧
掛
一
州
》
》
特
庭
サ
野
卓
野
水
野
ダ
バ
体
ス
柔
野
卓
排

の
中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
を
築
き
あ
（
敬
称
略
）

て
い
ま
す
。
信
（
高
浜
町
）
村
田
清
責
（
有
明
町
）
田

昭
和
妬
年
度
か
ら
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
高
野
武
三
（
東
本
町
）
佐
川
敏
行
江
誰
幸
杢
や
》
隼
一
所
相
０上師

度
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
（
本
町
）
田
所
和
雄
（
春
日
町
）
町
ａ

、
し
邸
が
ろ
娃
布
指
咋
４
４

８
０
９
０
６
２
原
町
４
皿

締
灘
蝿
蛎
懸
潔
母
瀧
漁
し
蠅
率
馴
牒
井
弘
麹
蹴
蹄
誕
詫
一
録
酔
帝
匡
住
諦
離
澗
鮒
撫
雛
蝋
鮴
一

あ
げ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
が
、
（
安
良
川
）
川
上
富
枝
（
島
名
）

で
い
る
か
を
知
る
制
度
で
す
．
山
）
松
本
千
代
（
上
手
綱
）
荒
川
洲
押
叫
》
叫
掘
》
塞
諏
一
割
蕊
荊
飛
壺
露
悪
緬
蕊

皆
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
裕
介
（
下
手
綱
）
鈴
木
正
子
（
高
戸
）

め
ざ
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
手
塚
ま
さ
子
（
石
滝
）
佐
川
享
（
上
体
ど
峰
妊
如
碓
郵
逵
一
五
朝
幸
雫
勝
州
哲
勝
清

通
じ
、
力
を
あ
わ
せ
て
住
み
よ
い
市
を
佐
川
功
（
高
萩
）
長
久
保
亮
（
赤
浜
）

一
合
村
木
野
村
内
嘩
田
口
金
藤
藤
田
本
倍

ほ
々
す
づ
に
ま
ｊ

ヱ
砺
壷
鰄
蒜
密
皿
一
氏
落
中
鈴
中
田
大
小
須
山
細
斉
佐
鳴
椛
安

粥
年
度
も
市
内
の
恥
人
の
方
を
市
政
君
田
）
菊
地
信
夫
（
中
戸
川
）
石
原

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
栄
蔵
（
横
川
）
貝
方
で
し
一
：

二
戸
一
一
一
二
一
一
一
一
二
二
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
室
一
二
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一

＝ざ、

昭和53年度青少年相談員名簿

名 ｜ 住 |電 ’
ー 氏 担当地区’話Fh

蛭田 通
北村勇太郎
柴田智男
車 和蔵
大越清司
山口万寿美

沼田 満 高萩462
大高通幹： 島名1514

監藍曹霧|緬撫0］
時崎 一 島名1183
山口正義島名2161
斉藤栄治 島名1576

根本 昇 島名2292
臼井 進高萩819-4
菊地茂明 中戸川603
“佐川好男大能824
沼田 貢秋山2163．
川上 徹高萩273
佐原美知子 島名2222

鈴木朝表｜ 畠浜切3 10鈴木朝夫
大友

噂町3 10

ｌｐＥ

８
３
７
８
１
８
９
２
７

０
２
１
５
９
０
３
０
４

３
０
８
２
０
１
４
２
０

３
４
０
５
４
２
５
０
４

３
２
３
２
２
２
２
３
２

４
９
１
０
３

５
６
７
６
０

２
１
４
７
３

８
８
５
２
５

８
８
２
２
３

～

’
佐々 満
宇佐美 忠
柴田 香
谷地功一
柴田耕作
神長貞之

４
８
２
８

｜
調
４
艶
５
Ｗ

５
４
３
４

６
９
２
９
８

１
３
６
７
５
７
０
６
６
６
１
２
１
１

綱
綱
綱
珀
綱
皿
嘔
両
川
肥
田
通
喝
田

手
手
手
浜
手
戸
戸
浜
良
浜
君
栗
川
君

上
上
下
赤
下
高
高
赤
安
赤
下
若
横
上

大高さわ

卿持皇宣
田村 裕
弓野春実

大森倫子
柴田 薫
鈴木 栄
安島克己
鳥居塚紀元

松本 基
広木浩二
鈴木利男
鈴木直登

特別青少年相談員 征矢 勉本町3-30 （3） 1131

一衛
富岡 肇
佐藤 弘
岩間 進

須田勝好
佐藤たみ子
篠原康夫
福田 威
豐田一男

２
７
３

７
８
４

１
３
１

町
町
町

浜
明
明

高
有
有 １ ３

３
町
町

明
本

有
夷 １

４
７

１
７
２
１
７
０
１
６
８

９
４
９
６
４
１
６
２
６

８
７
４
０
１
５
３
６
６

３
２
４
２
３
５
２
３
４

２
２
２
２
２
２
２
２
３

島名2141-5 1 3－2804

4

１
１
８
９
７

６
７
５
７

１
３
３
１

町
町
町
町

二
挺
声
退
、
《
Ｅ
、
《
Ｅ
、

床
一
渭
古
匠
居

３
３
８
８
８

６
６
６
７
９

７
２
４
１
５

３
５
５
５
３

２
２
２
２
２

５
１
７
１
１
４
２
４
９

４
６
２
４
２
６
０
７
６

２
１
０
５
１
１
０
４
８

１
４
０
１
４
７
０
７
２

３
２
３
３
３
８
８
８
２

東
小
学
区

松
岡
小
学
区

高
岡
学
区

高
萩
小
学
区

２
０
３
０
８
１
４
８
４
８
８
５

８
０
３
６
２
６
１
４
３
４
０
３

０
０
４
５
３
１
１
４
５
０
２
７

２
２
２
４
３
３
４
１
５
２
４
４

２
２
２
３
２
２
２
３
２
２
２
２

３

０

１
３
１
８

｜
｜
町
茄
－
１
Ｗ
舵
配
８
妬

雌
叩
脂
吟
叩
、
肥
朏
唖
脂
麹
繩

和
日
町
町
明
萩
良
良
萩
町
滝
手

大
舂
本
本
有
高
安
安
高
本
石
上

秋
山
小
学
区
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さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
に
、
鯉
の

ぼ
り
が
高
く
お
よ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
環
境
の
な
か

で
、
健
康
で
明
る
い
子
供
に
成
長
す

る
よ
う
に
１
．

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、
今
年
も

五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

一
週
間
、
第
一
一
一
十
一
回
の
児
童
福
祉

週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
五
月
の
第
二
日
曜
日
は
「
母

の
日
」
。
明
る
く
健
康
に
育
て
て
く

れ
た
お
か
あ
さ
ん
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈

り
ま
し
ょ
う
。

第31回児童福祉週間

子供の幸せは明るい家庭から

ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
と

セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
を
植
え
る

ー

さ
る
醜
年
、
月
か
ら
建
設
が
す
す
め

ら
れ
て
い
た
茨
城
県
高
萩
土
木
事
務
所

が
こ
の
ほ
ど
下
手
綱
１
，
４
０
５
に
完

成
し
、
束
本
町
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。

さる3月26日、高萩市自然を愛する友の会では、会

員43名が参加し、センダイハギとハマナデシゴを松

久保団地の高萩霊園墓地周辺と海浜休養地に植栽し

士1ナー
ユL／ノーo

ハマナデシコは会員が育てたもので、 2，500本植

え、センダイハギは、 250本植えられました。

ハマナデシコは、北限に近い柿物でほとんど全滅

また、センダイハギは、高萩が南限の植物であるた

め、 ともに保誰しようと植栽したものです。

高
萩
土
木
事
務
所
が

下
手
綱
へ
移
転
し
ま
し
た

東
本
町
に
あ
っ
た
木
造
モ
ル
タ
ル
の

旧
事
務
所
は
、
昭
和
”
年
３
月
証
日
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
泌
年
を
経
過
し

老
朽
化
し
た
た
め
、
新
庁
舎
建
設
の
計

画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
で
、
総
面
積
が

１
１
０
４
平
方
メ
ー
ト
ル
。

、

１
階
は
、
事
務
室
、
機
械
室
、
休
養

室
。
２
階
は
、
大
会
議
室
、
印
刷
室
、

書
庫
、
製
図
室
な
ど
で
、
別
に
附
属
建

物
と
し
て
、
車
庫
、
倉
庫
、
試
験
室
な

ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

安心して通学しています

高' ' 1でヘルメッ 1､かぶって自転車通学 ー

自
転
車
事
故
を
最
少
限
に
防
ご
う
ｌ
と
高
萩
中
学
校
（
柧
山
安
夫

校
長
）
で
は
、
今
年
の
１
月
か
ら
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る
男
女
生

徒
に
白
い
安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
夜
光
テ
ー
プ
付
）
を
着
用
さ
せ
て
い

ま
す
。
自
転
車
に
よ
る
通
学
は
、
学
校
か
ら
２
キ
ロ
以
上
の
通
学
生

を
対
象
と
し
、
許
可
し
て
い
ま
す
が
、
許
可
を
受
け
て
い
る
生
徒
は

１
４
６
名
で
、
９
４
１
名
の
全
生
徒
の
う
ち
６
人
に
１
人
は
自
転
車

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
初
め
は
、
は
づ
か
し
く
て
か
つ
こ
わ
る
か
つ
た
け
ど
…
今
は
な
れ

ま
し
た
」
と
女
生
徒
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

… 悪

日曜診療のお知らせ

－▽

月 ｜ 所在地R | 院医 話
巨巨

’三日

(2) 2235

春 ’三’ ’11］

高′ 内医院 lH (2) 2306１

11日 樋渡医院 大和町 (2)2202

18日 青沼医院

25日

飯島医院 大和町

(2) 2420
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’
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

あ
な
た
も
体
を
動
か
し
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ｎ
月
ま
で
の
毎
週
水
朧
日
、
午
後
６

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
秋
山
中
学
校

と
松
岡
中
学
校
の
体
育
館
を
開
放
し
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
利
用
す
る
方
は
、
各
自
で
用

具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
萩
中
学
校
の
体
育
館
は
、

年
間
を
通
じ
て
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
市
民
体
育
館
は

毎
月
第
３
日
曜
日
（
家
庭
の
日
）
に
そ

53年春の農作業雇賃金などの

標準額が決まりました お
も
い
っ
き
り
体
を
動
か
そ
う

農業をとりまく諸情勢は、年ごとに変化しています。

とくに、労働力の流出や耕作されていない農地などを含めた土地利用の

問題などが、これからの農業において重要な課題となっています。

兼業農家がふえ労働力の不足や大型機械の普及が、雇作業(委託作業）

の増大につながっております。

健全で適正な運営による農業経営の発展のため、下記のとおり標準額

が設定されました。 （農業委員会）

れ
ぞ
れ
開
放
し
て
い
ま
す
。

1．作業別労働賃金

’ | ㈱賃
男

金区分
要

作業名
女

3,800円昼食付,時間は,日として

3,800円別に定めない。

田 植

水田作業

3,8001雷

4,500円
、〆

佃作業 3,000円 3,000,円

2．動力作業別料金

要
作業名

水田

市政懇談会のお知らせ

今年も市民のみなさんが、市政に何を求めているか､，

市長はじめ巾.の執行部がみなさんの地域へ出向き市政懇

談会を行ないます。

従来の懇談方法を一部変え、地域に応じたテーマを定

め話しあい、後半はこれまでの自由懇談とします。

市民のみなさんの生の声をお聞かせください。多数の

耕起 10a当り| 8,000円｜ 燃料及び技術者付き

耕起から代かき 14,000円

8,000円

〃
〃

″
″代 斗

壹

子1
メノ

(苗は別）業 6,500円田植作 〃

をお待ゞ吃 時間はいずれも午後7時から

日商工会館一一一－

日 行人塚集会所

日安良川公民館一

参加
糊 起 6,500円

5,000円

Ⅲ 〃'〃

｢一”
－6月

脱穀作 、
６

1時間当り 〃
｛

わ
き
の
案
内
板
の
文
面
で
す
。

新
緑
だ
、
野
外
へ
出
よ
う

こ
の
辺
の
代
表
的
な
樹
木
は
、
。
ナ

ラ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
イ

ヌ
ブ
ナ
、
ク
リ
、
リ
ヨ
ウ
ブ
、
イ
ロ
ハ

カ
エ
デ
等
で
、
温
帯
性
の
自
然
林
と
し

て
よ
く
保
誰
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
貫
ダ

ム
よ
り
小
滝
沢
（
土
岳
登
山
口
）
ま
で

は
、
こ
の
新
緑
の
季
節
に
、
ぜ
ひ
一
度

Ｅ
、
、
Ｅ
℃

は
、
車
を
使
わ
ず
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
た

い
も
の
で
す
。
す
ば
ら
し
い
自
然
が
満

喫
で
き
る
で
し
ょ
う
。

教
育
現
場
で
生
徒
に
接
し
て
い
ま
す

と
、
物
質
文
明
の
豊
か
さ
が
、
自
然
に

目
を
む
け
る
こ
と
を
阻
止
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
高
萩
は
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
い
ま
は
新

緑
の
季
節
、
機
会
を
み
つ
け
て
、
こ
ど

も
を
積
極
的
に
野
外
へ
連
れ
だ
し
ま
し

よ
う
。
家
族
で
コ
ー
ス
を
作
っ
て
、

、
、
、
、
、

車
を
使
わ
ず
歩
い
て
み
ま
し
よ
う
。
親

八
西
Ｖー

こ
の
あ
た
り
の
国
有

林
は
、
四
季
の
変
化
に

富
む
美
し
い
森
林
で
す

絶
壁
に
そ
う
渓
流
や
、

自
然
の
姿
を
保
護
し
、

助
長
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
保
護
林
で

す
。
（
高
萩
営
林
署
）

こ
れ
は
、
花
員
渓
谷

の
カ
ロ
ー
ド
渕
、
県
道

花
貫
川
保
護
林

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｖ
）

子
の
ふ
れ
あ
い
も
深
ま
り
、
そ
の
中
か

ら
こ
ど
も
の
自
然
に
対
す
る
観
察
力
や

探
究
心
、
自
然
を
愛
す
る
マ
ナ
ー
も
育

つ
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
ど
も
の
》
う

ち
に
潜
在
す
る
す
ば
ら
し
い
可
能
性
を

、
、

ひ
き
だ
す
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
と
思
叩

ま
す
。

花．新緑、紅葉をだしにして、さわぐためにそこへ行くのではなく、静かな山里を歩き「ここにこ

ん
六
美
し
い
も
の
が
」
と
心
を
打
た
れ

る
よ
う
な
歩
き
方
を
し
た
い
と
思
い
ま

半
ｑ
ノ
０

土
岳
よ
り
花
貫
ダ
ム
を
望
む

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

』 罰

: 凸

一
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現
在
、
全
国
の
各
地
で
乱
開
発
が
問
に
お
い
て
ミ
’
一
開
発
を
す
る
場
合
の
必

題
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
最
近
高
萩
要
な
設
計
基
準
な
ど
を
定
め
、
開
発
区

市
に
お
い
て
も
著
し
く
こ
の
よ
う
な
開
域
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
災
害
を
最

発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
環
境
が
汚
染
少
限
に
し
、
良
好
な
住
宅
環
境
整
備
を

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
図
っ
て
、
市
民
の
生
活
の
向
上
と
福
祉

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
萩
市
で
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

は
、
環
境
整
備
を
図
る
う
え
で
、
高
萩
ま
す
。

市
宅
地
開
発
事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
し
た
が
っ
て
、
今
後
（
昭
和
銘
年
６

指
導
要
綱
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
月
１
日
以
降
）
１
，
０
０
０
平
方
メ
ー

こ
の
要
綱
は
、
都
市
計
画
法
及
び
県
ト
ル
以
上
の
ミ
’
一
開
発
を
行
う
場
合
に

条
例
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
萩
市
内
は
、
こ
の
指
導
要
綱
に
基
づ
い
て
計
画

！
Ｉ
！
…
１
１
Ｉ

ミ
ニ
開
発
称
㎡
以
上
）
は

１

市
長
の
承
認
を
受
け
て
か
ら

松久保工業団地

赤浜の台地は古くから開け、豪族が居を構え、史跡に指定された

古墳群や、万葉集の防人の歌に詠まれた手綱の浜もこのあたりであ

る･ここに山之内製薬や永谷閲など数社が進出して変貌をきたした

が、高萩T|1.近代化の一翼を荷っている。春は11116号国道は今'二Iも巾

の波である。 絵と文・伊藤龍馬

ー

二一一一二一言今一一一一一・一一一一一一 一一《て一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

を
し
、
市
に
提
出
し
て
市
長
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ミ
’
一
開
発
の
詳
し
い
説
明
会
を

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
５
月
溺
日
、
午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
長
公
室
開

発
裸
（
内
線
２
３
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も

う
一
度
確
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
期
ま
で
に
納

め
て
い
ま
せ
ん
と
、
老
齢
年
金
や
ケ
ガ

病
気
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の

障
害
年
金
、
ま
た
は
不
幸
に
し
て
ご
主

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
母
子
年
金

な
ど
が
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
…

国
民
年
金
の
保
賊
料
は
１
年
分
ま
と

め
て
前
納
で
き
ま
す
。
割
引
も
あ
っ
て

有
利
な
う
え
、
納
め
る
手
数
が
か
か
ら

ず
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

な
お
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
や
、
前
納
す
る
方
は
、
市

役
所
国
民
年
金
係
で
、
相
談
や
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

保
険
料
は
必
ず

納
期
限
ま
で
に

保
険
料
の
前
納
も
で
き
ま
す

狐〃

又
華
一
窯
謹
悪
端

碑〃

坪
、

呼
型
緬
園
聟
、

解
″
一
義
ｂ
諄
の
こ
と
で
あ
る
．
「
久
嘉
斎
」
は
、
「

砂
命
日
守
亨
法
二
田
松
岡
日
記
」
に
は
「
久
賀
斎
」
と
記
さ

／
１
１
か
可
坤
く

志
れ
て
い
る
。
一
戸
沢
氏
の
家
臣
で
あ
る
。

″
巳
巳
▼

》
，
屯
勺
「
妙
全
」
の
俗
名
は
明
ら
か
で
な
い
が

》
《
《
唖
諏
崇
（
噸
六
○
奉
、
出
羽
国
家
臣
で
あ
ろ
う
．

、
彼
も
戸
沢
氏
の
新
庄
移
封
に
従
っ
た

〃

〃
仙
北
郡
角
館
か
ら
、
常
陸
国
に
移
封
に
久
嘉
斎
は
移
住
後
、
六
年
目
の
冬
に

／

抄
太
つ
た
戸
沢
政
盛
は
、
は
じ
め
小
川
城
死
去
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
慶
安
四
年

〃》
（
東
茨
城
郡
小
川
町
）
を
居
城
と
し
た
二
月
に
死
去
し
た
妙
全
は
、
四
十
二
才

勿
が
、
慶
長
十
一
年
に
下
手
綱
の
竜
子
山
と
あ
る
か
ら
、
新
庄
入
り
を
し
た
と
き

〃

〃
城
を
修
築
し
て
入
城
し
た
．
こ
こ
に
下
は
十
三
才
の
少
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か

／

》
手
綱
は
、
戸
沢
氏
四
万
石
の
城
下
町
と
ら
二
十
九
年
目
の
春
に
、
新
庄
で
息
を

唖
な
っ
た
の
で
あ
る
。
北
上
町
、
北
中
町
引
取
っ
た
。
出
羽
の
山
々
に
は
、
ま
だ

“
北
下
町
、
南
上
町
、
南
中
町
、
南
下
春
は
遠
く
、
村
里
に
は
雪
が
残
っ
て
い

〃

》
町
於
小
人
町
、
立
浪
町
な
ど
の
小
字
籍
る
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
妙
全
は
子
供
の
こ

》
》
哩
蛎
府
榊
神
珈
嶬
非
畑
諏
吐
恥
椎
野
鎚
幟
繊
維
１
錠
湿
誹
涯
銅
や
鋤
御
碓
紳

勿
も
元
和
八
年
（
一
六
一
三
）
ふ
た
た
び
屋
敷
か
ら
眺
め
た
赤
浜
の
海
や
、
君
田

ノノ

ル
出
羽
国
最
上
・
村
山
郡
に
領
地
替
と
な
の
山
な
み
は
、
な
に
か
に
つ
け
て
思
い

／

〃
り
、
新
庄
に
移
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
出
し
て
い
た
．
久
嘉
斎
と
て
も
同
じ
で

〃

》
曇
一
手
毛
垂
一
岬
捲
癖
蠅
轌
誰
幅
琿
、
愁
萢
碓
学
峠
恥
雑
録
識
誰
詑
や
霊
帷
巍
嚥
唖

／

吻
道
、
十
月
六
日
、
新
城
に
て
死
去
、
久
手
に
よ
っ
て
赤
浜
妙
法
寺
で
、
供
養
さ

／

塑
瀦
斎
」
と
あ
る
。
ま
た
慶
安
四
年
（
一
れ
た
の
で
あ
る
。

》
、
、
、
、
、
、
、
Ｎ
『
対
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
員
、
、
、
、
、
》
ミ
ミ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｎ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｘ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
竜

○
飯
田

｜
晶
さ
ん
Ｉ
有
明
町
Ⅱ
め
ぐ
ま

れ
な
い
人
に
１
，
０
０
０
円

○
工
藤
章
さ
ん
Ⅱ
東
本
町
Ⅱ
身
体
障

害
者
の
た
め
３
０
，
０
０
０
円

「

一
紗 ’

善
意

あ
ｎ
が
と
う

，
一
一

Ⅱ
社
会
福
祉
の
た
め
に
Ｉ
‐
，
。
‐
、

○
渡
辺
博
さ
ん
Ⅱ
秋
山
，

１
０
０
，
０
０
０
円

○
関
裕
子
さ
ん
Ⅱ
高
萩
高
校８

３
０
円

○
高
沢
由
紀
さ
ん
、
鈴
木
淳
子
さ
ん
Ⅱ

高
萩
小
６
年
１
，
０
２
６
円

雫Pq
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茨
城
県
最
低
賃
金
（
茨
城
県
内
の
事

業
所
に
働
く
す
べ
て
の
人
々
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
）
が
、
こ
の
ほ
ど
表
の

と
お
り
１
日
２
，
５
２
８
円
（
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
な
ど
時
間
給
労
働
者
に
つ
い

て
は
１
時
間
３
１
６
円
）
に
改
正
さ
れ

１
月
泌
日
か
ら
発
効
す
る
こ
と
に
な
り

１
日
の
最
低
賃
金
が
２
，
５
２
８
円
に

福祉専用バスに

名前をつけてください

市社会福祉協議会では、 7月ごろに福

祉活動をより活発化するための福祉専用

バス(車椅子も可)を購入する予定です。

そのため福祉パスの車名を広く公募す

ることになりました。市民のみなさん、

ふるってご応募ください。

応募資格市内に居住している方、 ま

たは市内に勤務している方

応募方法官製はがきに、住所または

勤務先、氏名、職業、年齢

性別を明記のこと。

応募先高萩巾.本町1-100

グご 高萩市社会福祉協議会

締め切り 5月31日（当日消印有効）

ー発 表市報、週報で発表
入選3点、佳作2点を選び、入賞者に

は粗品を差しあげます。

茨城県産業別最低賃金表

ま
し
た
。

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
昂
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
又
は
茨
城
労
働
基
準
局
賃

金
課
（
電
水
戸
型
１
６
２
１
５
）
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

20円2，6

｜小売業 2.528円’ 316円

採石業務管理者試験

のお知らせ

円時6月6日午前10時から

場所水戸市三の丸1-4-5O

茨城県自治会館大会議窒

提出耆類受験願書履歴書受験票

写真、住民票

受験手数料県収入証紙1,500円

願書受付期間5月6日～5月16日

郵送の場合は「書留便」で表に

「採石業務管理者試験願書在中」

と朱書し期間内に必着のこと

願書の請求用紙は願吉提』罫生か県商

工労働部商工企画課鉱政係へ

願耆の提出先日立市会瀬町4－9－13

（中小企業福祉センター内）

県北地方総合事務所

日立商工分室へ

身
障
者
に
加
枚
の

は
が
き
を
無
料
で

重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま
た
は

２
級
）
で
、
昭
和
弱
年
４
月
１
日
現
在

満
。
歳
以
上
の
方
に
、
郵
便
は
が
き
を

無
料
で
、
１
人
に
つ
き
加
枚
差
し
上
げ

ま
す
。ご

希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
ご
持
参
の
う
え
郵
便
局
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
方
の
申
し
出
や
郵
便

に
よ
る
申
し
出
も
で
き
ま
す
が
、
郵
便

人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
憲
法
週
間

で
す
．
人
権
相
談
を
次
に
よ
り
行
な
い

ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

は
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。
相
談

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
か
ら
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

と
き
５
月
鵡
日
午
前
、
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

に
よ
る
場
合
は
手
帳
番
号
、
級
別
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入
し
押
印

し
た
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
出
の
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら

５
月
祉
日
ま
で
。
用
紙
は
、
郵
便
局
ま

た
は
市
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
へ
ど

う
ぞ

事
業
所
統
計
調
査
に
い
ま
す
．

ご
協
力
を
５
月
’
日
か
ら
「
赤
十
字
社
員
増
強

３
年
に
１
回
実
施
さ
れ
る
「
事
業
所
運
動
」
と
し
て
、
全
国
一
せ
い
に
社
員

統
計
調
査
」
が
６
月
お
日
、
全
国
一
せ
増
強
と
社
費
の
納
入
を
お
願
い
す
る
こ

い
に
行
わ
れ
ま
す
。
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
戸
ご
と
の
一
般

こ
れ
は
、
わ
が
国
の
事
業
所
の
業
種
社
員
費
（
年
額
３
０
０
円
以
上
）
は
連
絡

や
従
業
員
数
、
営
業
状
態
な
ど
の
実
態
員
が
、
特
別
協
賛
社
員
費
（
年
額
１
、

を
つ
か
み
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
０
０
０
円
以
上
）
は
、
地
区
担
当
民
生

で
行
政
、
経
済
施
策
を
進
め
る
う
え
で
委
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・
博
愛
．

こ
の
た
め
、
調
査
は
会
社
、
工
場
、
奉
仕
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
幅
広
く

商
店
な
ど
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
社
員
増
強
運
動
月
間
を
実
り
多

こ
の
事
業
所
統
計
調
査
は
、
国
勢
調
い
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の

査
と
な
ら
ぶ
国
の
基
本
的
な
調
査
で
す
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

国民金融公庫

日立支店オープン

（3月9日に）

所在地日立市幸町1－4－1三井生命

日立ピル2階(電0294-24-2451)

営業区域高萩、 日立、北茨城、常陸

太田の各市と､十王町､東海、水府、

里美の各村

国民金融公庫の融資相談、貸付、返

済などいっさいの業務を今後はここで

行ないます。

国民金融公庫日立支店

赤
十
字
運
動
に
ご
協
力
を

５
月
１
日
か
ら
全
国
－
せ
い
に

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
赤
十
字
活

動
で
あ
る
人
道
的
任
務
が
逐
行
さ
れ
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

P
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令 一

産 業 別

食料品製造業

繊維 産業

木材.木製品,家具、
装備品製造業

パルプ、紙、紙加
工品製造業

出版、印刷、
同関連産業

窯業、士石、
製品製造業

機械、金属製品等製
造及び自動車整備業

1日の最低賃金

2,528円

2,528円

2,620円

2,572円

2,572円

2,672円｜ ＄22F＝

’ 328P号2,620円

パート等の
1時間賃金

ー

3161

3161

3281

3221

322F

卸売、小売業
卸売業 328円


